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第1章　製品概要

1　プログラム概要
・対象構造
設計対象構造は、「自立矢板式」の矢板壁です。

・　自立式矢板特殊堤

■　矢板壁
壁体種類は、鋼矢板、鋼管矢板、コンクリート矢板とします。
材質、コンクリートの有無、裏込材の有無については下表の通りです。
サポートの材質については、降伏応力度、許容応力度をテーブルとして用意しております。
壁種類 鋼矢板 鋼管矢板 コンクリート矢板

材質 ＳＹ295
ＳＹ390

ＳＫＹ400
ＳＫＹ490 ----

コンクリート (有/無)を選択可能

裏込め材 (有/無)を選択可能

・計算機能
■　検討ケース
適用基準に応じて、○印のケースが選択可能です。　

検討ケース\適用基準 河川指針 災害復旧
土地改良 備考

常時 ● ○ 河川指針は常時を常に検討

レベル1地震時 ○ ○

レベル2地震時(タイプⅠ) ○ －

レベル2地震時(タイプⅡ) ○ －

レベル1液状化時 ※ － ※
液状化する層が一層でも存在する場合
に自動追加

レベル2地震時(タイプⅠ) ※ －

レベル2地震時(タイプⅡ) ※ －

■　矢板壁の設計計算

照査項目 計算方法 河川指針 災害復旧
根入れ長照査 慣用法（チャンの式） 常時のみ ○

断面力・変位計算
慣用法（チャンの式） 常時のみ ○

弾塑性法 ○ ×

変異照査 水平方向 ○ ○
鉛直方向 ○ ×

断面照査 許容応力度照査 ○ ○

<その他特長>
・　「災害復旧工事の設計要領」、「河川構造物の耐震性能照査指針（H24）」、
　　「土地改良事業計画設計基準及び運用・解説「水路工」（H26）」に対応しています。 
・　河川指針を適用した場合の地震時の検討では、ESソルバーを用いた弾塑性解析を行うことができます。 
・　盛土の段数を最高5段まで設定可能です。 
・　盛土の換算載荷重の計算時に載荷範囲を考慮できます。 
・　矢板壁に任意の水平荷重を考慮することができます。
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適用基準
■　河川構造物の耐震性能照査指針（平成28年3月）　国土交通省 水管理・国土保全局治水課（「河川指針」、「河川指針
H28」）
■　河川構造物の耐震性能照査指針（平成24年2月）　国土交通省 水管理・国土保全局治水課（「河川指針」、「河川指針
H24」）  
■    道路橋示方書・同解説 Ⅴ耐震設計編（平成14年3月）　社団法人 日本道路協会（「道示H14」） 
■    道路橋示方書・同解説 Ⅴ耐震設計編（平成24年3月）　社団法人 日本道路協会（「道示H24」） 
■　土地改良事業計画設計基準及び運用・解説-設計-「水路工」（平成26年3月）　社団法人　農業農村工学会（「土地改
良」）
※　（）内は製品内、またはヘルプ内における基準書の略記名を示します。 

 
参考文献 
災害復旧工事の設計要領（平成27年）　社団法人 全国防災協会（「災害復旧」) 
建設省河川砂防技術基準(案)同解説・設計編（平成9年10月）　建設省 河川局監修、社団法人 日本河川協会編 
港湾の施設の技術上の基準・同解説（平成19年7月）　社団法人 日本港湾協会 
漁港・漁場の施設の設計の手引き（2003年版）　社団法人　全国漁港漁場協会 
道路土工　仮設構造物工指針（平成11年3月）　社団法人　日本道路協会
鋼矢板 -設計から施工まで- （2014年版）　社団法人　鋼管杭・鋼矢板技術協会
道路橋示方書・同解説 Ⅴ耐震設計編（平成8年3月）　社団法人 日本道路協会
高強度コンクリート矢板設計・施工ハンドブック（2014年7月）　日本コンクリート矢板工業会
土木工事設計要領 第Ⅱ編 河川編 (平成26年4月) 国土交通省 九州地方整備局
河川構造物設計要領 (平成28年11月) 国土交通省 中部地方整備局 河川部
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2　フローチャート

開始

計算実行

終了

計算確認

計算書作成

初期入力

詳細設 定

モデル 作成
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第2章　操作ガイダンス

1　モデルを作成
ここでは、製品添付の河川指針基準「Sample-Liquid1.F9V」、災害復旧基準「Sample- SaigaiH1002.F9V」を作成すること
を目的とし、説明を進めます。

 

2　 河川指針基準
各入力項目の詳細については製品の【ヘルプ】をご覧ください。

項目ツリーアイテム
上から順に入力してください。
入力済みはツリーアイテムを緑色で表示し、未入力およびデー
タ不整合箇所はツリーアイテムをピンクで表示します。

新規にデータを作成するため「初期入力」を選択し、確定をク
リックしてください。
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2－1　 初期入力
初期入力

 

一般事項

一般事項
[名称設定]ボタンを押して下さい。
[タイトル]　
河川構造物の耐震性能照査指針
[コメント]
耐震性能2、盛土なし、液状化判定あり、任意荷重(矢板壁に起
因する慣性力)の設定あり
入力後、確定をクリックします。

適用基準
設計の考え方に用いる基準名を選択して下さい。
「河川構造物の耐震性能照査指針(H24)」選びます。

構造
本製品では自立矢板式のみとなります。

耐用年数
耐用年数を入力して下さい。腐食計算時に使用します。
「30年」と入力します。

施工延長
施工延長を入力して下さい。印刷、描画情報であり、設計計算
には使用しておりません。
「120.000」ｍと入力します。

前面矢板壁-矢板種類、番号、頭部コンクリートを設ける、断面
形状
設計予定の壁体種類並びに使用鋼材番号を入力してくださ
い。壁体種類は本画面でしか指定する事ができませんが、使
用鋼材番号は[部材-前面矢板]画面にて変更する事ができま
す。また、頭部コンクリートを設けない場合は選択してくださ
い。
種類「鋼管矢板」、番号「32」、頭部コンクリートを設けるに
チェックを入れます。

側面形状-頭部コンクリート天端高
頭部コンクリート天端高を入力して下さい。本プログラムでは、
この位置から前面矢板壁に土圧が作用するものとします。頭部
コンクリート天端高　G.L　0.000ｍ

側面形状-前面矢板天端高
矢板壁の天端高を入力して下さい。本プログラムでは、矢板全
長をこの矢板天端高から矢板先端高とします。
前面矢板天端高　　G.L   0.000m

側面形状-計画水深（参考値）
計画水深を入力して下さい。印刷情報であり、設計計算には使
用しません。
計画水深(参考地) 　G.L  -4.000m

側面形状-構造水深
構造水深を入力して下さい。本プログラムでは、地盤面がこの
位置にあるものとして、河側の受働土圧載荷開始位置としま
す。
構造水深　G.L  -4.000m

側面形状-高水位H.W.L
H.W.L.を入力して下さい。
H.W.L -2.500m

側面形状-低水位L.W.L.
L.W.L.を入力して下さい。
L.W.L  -2.500m
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初期入力

 

側面形状-前面矢板壁に裏込材を設ける
前面矢板の背面側に裏込材を設けるか否かを指定して下さ
い。本プログラムでは、主働崩壊面を計算する際に裏込材の影
響を考慮することができます。
前面矢板壁に裏込材を設ける：チェックしない

側面形状-主働側常時上載荷重
常時扱いの上載荷重を入力して下さい。
主働側常時上載荷重　10.00KN/㎡

地層 地表面天端GLを設定する
地表面天端GLを任意に設定する場合は選択してください。設
定できる範囲は残留水位以上、頭部コンクリート天端高さ以下
です。
別途設定しない場合は、頭部コンクリート天端高が地表面とな
ります。
地表面天端GLを設定するにチェックをいれ、「-1.000」mと入
力します。

地層
地層データを入力して下さい。初期入力画面では、一旦、主働
側(陸側)、受働側(河側)の地層データを同じ条件で生成します
が、[地層]画面にて、個別に変更することができます。
№ 標 高 G . L

（ｍ）
土質
種類

平均
Ｎ値

γt
(kN/㎥)

Φ
(度)

Ｃｏ
(k/㎡)

1 -2.000 砂質土 4.0 18.0 30.0 0.0
2 -3.000 砂質土 4.0 17.0 30.0 0.0
3 -4.000 砂質土 6.0 17.0 30.0 0.0
4 -5.000 砂質土 5.0 17.0 30.0 0.0
5 -6.000 砂質土 6.0 17.0 30.0 0.0
6 -7.000 砂質土 5.0 17.0 30.0 0.0
7 -8.000 砂質土 10.0 17.0 30.0 0.0
8 -9.000 砂質土 15.0 17.0 33.0 0.0
9 -10.000 砂質土 12.0 17.0 33.0 0.0
10 -11.000 砂質土 16.0 17.0 33.0 0.0
11 -12.000 砂質土 15.0 17.0 33.0 0.0
12 -13.000 砂質土 18.0 17.0 39.0 0.0
13 -14.000 砂質土 25.0 18.0 39.0 0.0
14 -15.000 砂質土 30.0 18.0 39.0 0.0
15 -16.000 砂質土 29.0 18.0 39.0 0.0
16 -17.000 砂質土 29.0 18.0 39.0 0.0
17 -38.000 砂礫土 45.0 19.0 45.0 0.0

検討ケース
照査を行いたいケースを選択してください。
レベル2地震時（タイプⅠ)、レベル2地震時(タイプⅡ)にチェッ
クを入れます。

考え方-土圧強度の直接指定
前面矢板に関する土圧強度を内部で自動計算せず、直接指定
を行いたい場合は選択してください。
ここでは、チェックしない。

考え方-液状化の影響を考慮する
適適用基準が「河川指針H24」の場合、レベル2（タイプⅠ、Ⅱ）
地震時のそれぞれに対して、液状化の判定を行い、液状化する
と判定された層に対してはその影響を考慮して計算を行いま
す。
ここではチェックします。

入力後、詳細設定をクリックします。
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2－2　水位条件

検討水位

 

高水位H.W.L.
H.W.L.を入力して下さい。
残留水位の内部計算に使用しています。
「-2.500」mと入力します。

低水位L.W.L.
L.W.L.を入力して下さい。
「-2.500」mと入力します。

残留水位-内部計算
内部計算時は、RWL＝LWL＋（HWL－LWL）×2/3　で算出し
ています。
内部水位はチェック無しです。

残留水位-R.W.L.
内部計算に拠りがたい場合は、R.W.L.を直接入力して下さ
い。
「-2.000」mと入力します。

水の単位体積重量
水の単位体積重量を入力して下さい。残留水圧、動水圧の計算
などに使用します。
「9.8」kN/㎥と入力します。

入力後、確定ボタンを押します。

水位条件を入力します。検討水位をクリックしてください。
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2－3　形状

側面

 

形状を入力します。側面、頭部コンクリートをそれぞれクリック
してください。。

前面矢板壁-頭部コンクリート天端高
頭部コンクリートの天端高を入力して下さい。本プログラムで
は、頭部コンクリート天端から矢板先端高までの長さを壁長と
して扱います。
また、この天端高は背面地盤高とみなし主働土圧の作用開始
高になります。
「0.000」mと入力します。

前面矢板壁-矢板壁天端高
矢板壁の天端高を入力して下さい。本プログラムでは、矢板壁
天端から矢板先端高までの長さを矢板長として扱います。
「0.000」mと入力します。

前面矢板壁-計画水深
係船岸の計画用の水深を入力して下さい。本情報は設計計算
に使用せず、印刷情報としてのみ使用します。
「-4.000」mと入力します。

前面矢板壁-構造水深
本プログラムでは、本水深を河床面として設計計算を行いま
す。
「-4.000」mと入力します。

入力後、確定ボタンを押します。

13



頭部コンクリート

 

本形状は、[検討ケース｜地震時]において、「地震時慣性力を考
慮する」場合に、頭部コンクリート天端高重量として考慮され
ます。

h1
頭部コンクリートの前面高m)
「1.000」と入力します。
h2
頭部コンクリートの背面高
「1.000」と入力します。
b1
頭部コンクリートの全幅
「1.000」と入力します。
b2
頭部コンクリートの天端幅
「1.000」と入力します。
b3
頭部コンクリートの背面幅
「0.000」と入力します。
b4
頭部コンクリートの前面から矢板壁センターまでの距離
「0.500」と入力します。

入力後、確定ボタンを押します。
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2－4　考え方

一般事項

 

考え方についてを入力します。計算条件をクリックしてくださ
い。

土圧計算に裏込材を考慮する
裏込め材の物性値をそのまま使用して土圧計算を行う場合
は、チェックマークを付けてください。
チェックなしです。

残留水圧の計算開始位置
残留水位R.W.Lが地表面天端よりも上方にある場合、残留水
圧をどのように計算するかを選択する設定です。
ここでは設定できません。

水平方向地盤反力係数
計算方法
水平方向地盤反力係数の計算式を選択してください。
「災害復旧」を選びます。

水平方向地盤反力係数-換算載荷幅　BH
計算手法を「道示」とした場合は、この入力が必要となります
道示を選んでいないので、入力不要です。

水平方向地盤反力係数-設定
(1)一括指定を選択した場合は、N値と地盤反力係数を入力し
て下さい。
(2)地層毎に入力を選択した場合は、
地層-受働側の項目で各層毎に地盤反力係数を入力して下さ
い。
初期値としてN値から計算した値をセットします。
ここでは「地層ごとに入力」を選びます。

許容変位量
水平方向の許容変位量を設定してください。
直接指定するにチェックを入れ、常時「50.0」、地震時「75.0」
と入力します。

入力後、確定ボタンを押します。
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仮想地盤面

 

河川指針
※本設定は、初期入力画面において、適用基準が「河川指針」
である場合に表示されます。

液状化判定に用いる指針
液状化判定の際に適用する指針を選択してください。 
河川指針H24では、道示H14に準じて液状化判定を行うよう記
載されています。 
「道示H24」を選びます。

構造モデルの設定-地盤バネ分割ピッチ
解析時に受動側土圧以下の壁体の節点間をこの分割ピッチで
分割し格点データを作成します。適正につきましては設計者の
判断で決定してください。
最初から計算ピッチを小さく与えますと、解析にかなりの時間
がかかることが予想されます。
はじめはなるべく粗い計算ピッチで設定されることをお薦めし
ますが、最終的には密な精度で行う方が好ましいと考えられま
す。
「0.25」mを選びます。

ESデータ保存ファイル
解析に当社「Engineerʼs Studio®」（以下、ES）のソルバーを使
用する場合、ESのデータを出力します。 
ESデータの保存先を設定して下さい。出力されたESデータは
「Engineerʼs Studio®」で読み込むことができます。

入力後、確定ボタンを押します。

仮想地盤面が決定できない場合に、九地整の算出法を適用す
る
※本計算手法は、「災害復旧」「河川指針」に明記されている
ものではありません。ご使用は設計者の判断で行ってくださ
い。
チェックなしです。

入力後、確定ボタンを押します。
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2－5　地層

主働側ー地層条件

 

地層について入力します。地層をクリックしてください。

[主働側]、[受働側] ボタン
初期入力で入力した地層データが初期値としてセット済みに
なっています。
[主働側]、[受働側]のボタン切り替えでデータを確認・修正して
ください。
主働側と受働側の地層数や地層境は一致していなくとも良く、
それぞれ独立したデータとして各々最大２０層まで入力できま
す。
また、本入力画面の入力 順は特に規定はありません。
計算実行時には、必要区間に最低１層以上の入力がなされて
いなければなりません。地盤の諸定数を入力してください。

標高、土質種類、平均N値、土の湿潤単位重量、水中単位重
量、飽和単位重量、内部摩擦角、壁面摩擦角、粘着力と粘着力
増分を下記の表に従って入力してください。主働側のみの項目
は、せん断抵抗角のピーク強度　φpeak、残留強度　φresだ
けです。

№ 標高 土質
種類

平均
N値

湿潤
単位
重量

水中
単位
重量

飽和
単位
重量

内部
摩擦角

(常時)
壁面

摩擦力

(地震時）
壁面

摩擦力

粘着力 粘着力
増分

φ
peak

φ
res

直接
指定

見かけ
の震度

直接
指定

地震時
崩壊角

1 -2.000 砂質土 4.0 18.0 8.2 18.0 30.00 15.00 15.00 0.0 0.0 45 30 0 --- 0 ---
2 -3.000 砂質土 4.0 17.0 8.2 18.0 30.00 15.00 15.00 0.0 0.0 45 30 0 --- 0 ---
3 -4.000 砂質土 6.0 17.0 8.2 18.0 30.00 15.00 15.00 0.0 0.0 45 30 0 --- 0 ---
4 -5.000 砂質土 5.0 17.0 8.2 18.0 30.00 15.00 15.00 0.0 0.0 45 30 0 --- 0 ---
5 -6.000 砂質土 6.0 17.0 8.2 18.0 30.00 15.00 15.00 0.0 0.0 45 30 0 --- 0 ---
6 -7.000 砂質土 5.0 17.0 8.2 18.0 30.00 15.00 15.00 0.0 0.0 45 30 0 --- 0 ---
7 -8.000 砂質土 10.0 17.0 8.2 18.0 30.00 15.00 15.00 0.0 0.0 45 30 0 --- 0 ---
8 -9.000 砂質土 15.0 17.0 8.2 18.0 33.00 15.00 15.00 0.0 0.0 48 33 0 --- 0 ---
9 -10.000 砂質土 12.0 17.0 8.2 18.0 33.00 15.00 15.00 0.0 0.0 48 33 0 --- 0 ---
10 -11.000 砂質土 16.0 17.0 8.2 18.0 33.00 15.00 15.00 0.0 0.0 48 33 0 --- 0 ---
11 -12.000 砂質土 15.0 17.0 8.2 18.0 33.00 15.00 15.00 0.0 0.0 48 33 0 --- 0 ---
12 -13.000 砂質土 18.0 17.0 8.2 18.0 39.00 15.00 15.00 0.0 0.0 48 33 0 --- 0 ---
13 -14.000 砂質土 25.0 18.0 9.2 19.0 39.00 15.00 15.00 0.0 0.0 54 39 0 --- 0 ---
14 -15.000 砂質土 30.0 18.0 9.2 19.0 39.00 15.00 15.00 0.0 0.0 54 39 0 --- 0 ---
15 -16.000 砂質土 29.0 18.0 9.2 19.0 39.00 15.00 15.00 0.0 0.0 54 39 0 --- 0 ---
16 -17.000 砂質土 29.0 18.0 9.2 19.0 39.00 15.00 15.00 0.0 0.0 54 39 0 --- 0 ---
17 -38.000 砂礫土 45.0 19.0 10.2 20.0 45.00 15.00 15.00 0.0 0.0 60 45 0 --- 0 ---
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主動側-N値測定点

主働側ー液状化検討位置件

 

観測点ごとのＮ値を指定します。指定したＮ値を用いて、平均Ｎ
値を算出することができます。
標高
N値測定点の標高を設定してください。

N値
N値観測点を設定してください。
値を入力すると、柱状図が描画されます。

ここでは入力はありません。

標準貫入試験の位置
道示H24を適用する場合入力が必要となります。
ここでは。「同じ位置」にチェックを入れます。

一軸、IP、FC、D50、D10を下記の表に従って、入力してくださ
い。
№ 標高 一軸 IP FC D50 D10
1 -2.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 1.00000 
2 -3.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 1.00000 
3 -4.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 1.00000 
4 -5.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 1.00000 
5 -6.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 1.00000 
6 -7.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 0.00000 
7 -8.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 0.00000 
8 -9.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 0.00000 
9 -10.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 0.00000 
10 -11.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 0.00000 
11 -12.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 0.00000 
12 -13.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 0.00000 
13 -14.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 0.00000 
14 -15.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 0.00000 
15 -16.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 0.00000 
16 -17.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 0.00000 
17 -38.000 0.000 15.0 20.0 20.00000 5.00000 
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受働側ー地層条件

 

受動側-N値測定点

受働側のみの項目
[N値→ｋH]ボタン
入力されているN値から、kHを自動計算してセットします。

標高、土質種類、平均N値、土の湿潤単位重量、水中単位重
量、飽和単位重量、内部摩擦角、壁面摩擦角、粘着力と粘着力
増分を下記の表に従って入力してください。

№ 標高 土質
種類

平均
N値

湿潤
単位
重量

水中
単位
重量

飽和
単位
重量

内部
摩擦角

(常時）
壁面
摩擦力

(地震時）
壁面
摩擦力

粘着力 粘着力
増分

(常時）
地盤反力
係数

(地震時）
地盤反力
係数

1 -5.000 砂質土 5.0 17.0 8.2 18.0 30.00 15.00 15.00 0.0 0.0 13281.89 13281.89 
2 -6.000 砂質土 6.0 17.0 8.2 18.0 30.00 15.00 15.00 0.0 0.0 14302.35 14302.35 
3 -7.000 砂質土 5.0 17.0 8.2 18.0 30.00 15.00 15.00 0.0 0.0 13281.89 13281.89 
4 -8.000 砂質土 10.0 17.0 8.2 18.0 30.00 15.00 15.00 0.0 0.0 17598.60 17598.60 
5 -9.000 砂質土 15.0 17.0 8.2 18.0 33.00 15.00 15.00 0.0 0.0 20747.75 20747.75 
6 -10.000 砂質土 12.0 17.0 8.2 18.0 33.00 15.00 15.00 0.0 0.0 18950.72 18950.72 
7 -11.000 砂質土 16.0 17.0 8.2 18.0 33.00 15.00 15.00 0.0 0.0 21298.59 21298.59 
8 -12.000 砂質土 15.0 17.0 8.2 18.0 33.00 15.00 15.00 0.0 0.0 20347.32 20347.32 
9 -13.000 砂質土 18.0 17.0 8.2 18.0 39.00 15.00 15.00 0.0 0.0 22341.83 22341.83 
10 -14.000 砂質土 25.0 18.0 9.2 19.0 39.00 15.00 15.00 0.0 0.0 25036.75 25036.75 
11 -15.000 砂質土 30.0 18.0 9.2 19.0 39.00 15.00 15.00 0.0 0.0 27490.92 27490.92 
12 -16.000 砂質土 29.0 18.0 9.2 19.0 39.00 15.00 15.00 0.0 0.0 27115.13 27115.13 
13 -17.000 砂質土 29.0 18.0 9.2 19.0 39.00 15.00 15.00 0.0 0.0 27115.13 27115.13 
14 -38.000 砂礫土 45.0 19.0 10.2 20.0 45.00 15.00 15.00 0.0 0.0 32410.25 32410.25 

観測点ごとのＮ値を指定します。指定したＮ値を用いて、平均Ｎ
値を算出することができます。

標高
N値測定点の標高を設定してください。

N値
N値観測点を設定してください。
値を入力すると、柱状図が描画されます。

ここでは入力はありません。
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受働側ー液状化検討位置件

標準貫入試験の位置
道示H24を適用する場合入力が必要となります。
ここでは。「同じ位置」にチェックを入れます。

一軸、IP、FC、D50、D10を下記の表に従って、入力してくださ
い。

№ 標高 一軸 IP FC D50 D10
1 -5.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 1.00000 
2 -6.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 1.00000 
3 -7.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 1.00000 
4 -8.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 1.00000 
5 -9.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 1.00000 
6 -10.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 1.00000 
7 -11.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 1.00000 
8 -12.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 1.00000 
9 -13.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 1.00000 
10 -14.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 1.00000 
11 -15.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 1.00000 
12 -16.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 1.00000 
13 -17.000 0.000 15.0 20.0 5.00000 1.00000 
14 -38.000 0.000 15.0 20.0 20.00000 2.00000 

入力後、確定ボタンを押します。
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2－6　盛土

盛土について入力します。盛土をクリックしてください。

盛土を設ける
盛土を設置せずに検討を行いたい場合はチェックを外してくだ
さい。
今回は盛土を設けませんので、盛土を設けるにチェック☑がな
いことを確認して、確定ボタン押してください。
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2－7　任意荷重

常時

レベル2地震時（タイプⅠ）

任意荷重について入力します。任意荷重をクリックしてくださ
い。

常時、レベル1地震時、レベル2地震時（タイプⅠ）、レベル2地
震時（タイプⅡ） ボタン
ボタン切り替えでデータを確認・修正してください。
液状化時の場合は、それぞれ該当する地震時で設定された値
を用います。

鉛直荷重
鉛直荷重を指定してください。
ここでは「0.00」入力します。

鉛直荷重
鉛直荷重を指定してください。
ここでは「0.00」入力します。

荷重種類
集中荷重、分布荷重を選択してください。

載荷位置G.L.y1, y2
荷重の載荷位置をG.L.で指定してください。
分布荷重の場合、載荷位置はy1＞y2となるように入力してくだ
さい。また、頭部コンクリート天端位置を超えて分布荷重を設
定することはできません。

水平荷重 H1, H2
水平方向の荷重強度を入力してください。
この値は、主働側側圧強度として考慮されます。

下記の表に従って入力してください。
№ 荷重種類 載荷位置

G.L. y1
載荷位置
G.L. y2

水平荷重 
H1

水平荷重 
H2

1 分布荷重 0.000 -20.000 4.32 4.32
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レベル2地震時（タイプⅡ） 鉛直荷重
ここでは「0.00」入力します。

荷重種類
集中荷重、分布荷重を選択してください。

荷重種類
載荷位置G.L.y1, y2
水平荷重 H1, H2

下記の表に従って入力してください。
№ 荷重種類 載荷位置

G.L. y1
載荷位置
G.L. y2

水平荷重 
H1

水平荷重 
H2

1 分布荷重 0.000 -20.000 6.47 6.47

入力後、確定ボタンを押します。
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2－8　部材

部材について入力します。前面矢板壁材をクリックしてくださ
い。

材質
材質を指定して下さい。
指定した材質の詳細につきましては、[基準値-設計用設定値-
材質テーブル]をご覧下さい。
ここでは、「SKY490」を選びます。

鋼材-継手幅
鋼管矢板間の継ぎ手幅を入力して下さい。単位幅当りの断面
諸元、もしくは、1本当りの発生断面力の計算に使用します。
綱手幅：「78.7」

部材-使用矢板番号
使用する矢板番号を指定して下さい。
表示されているテーブルの値は[基準値-矢板]で確認、並びに
修正することができます。
使用矢板番号：「32」

腐食-腐食の影響
腐食の影響を、低減係数を用いて計算するか、耐用年数と腐食
速度から自動計算によりプログラム側で自動計算するかを選
択してください。
「低減係数で考慮」を選びます。

腐食-腐食の影響-低減係数
断面二次モーメント用、断面係数用(断面積Aも含む)の低減率
を入力して下さい。
Iに関して「1.00」、
Zに関して「1.00」を入力します。

計算項目の影響
本プログラムでは、各計算項目毎に腐食前の断面諸元を用いる
のか、腐食を考慮した腐食後の断面諸元を用いるのかを指定
することができます
根入れ長さ、変位、断面力、応力度にチェックを入れてくださ
い。

入力後、確定ボタンを押します。
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2－9　検討ケース

常時

検討ケースついて入力します。常時、地震時、液状化時をそれ
ぞれクリックしてください。。

上載荷重
上載荷重を入力して下さい。
主働側・受働側、「0.00」を入力します。

入力後、確定ボタンを押します。
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地震時-基本条件

 

照査項目
適用基準として「河川指針」を選択している場合設定してくだ
さい。 
「耐震性能2」を選びます。

上載荷重
上載荷重を入力して下さい。通常は、常時の1/2程度と考えら
れます。
主働側・受働側、「0.00」を入力します。

動水圧の扱い-動水圧を考慮する
動水圧の検討を行いたい場合はチェックしてください。
チェック☑をしてください。
 

動水圧の扱い-計算手法
動水圧の計算手法を選択してください。 
「分布荷重」を選びます。

動水圧の扱い-分割ピッチ
計算手法を分布荷重とした場合、動水圧は曲線分布となるため
に、便宜上、いくつかに分割して台形荷重にモデル化します。 
その時の分割ピッチを指定して下さい。分割ピッチが密なほど
計算精度は向上します。  
「0.50」を選びます。

慣性力の扱い-水平方向地震時慣性力を考慮する
矢板自重による慣性力を考慮する場合は設定してください。
考慮しますので、チェックを入れてください。

慣性力の扱い-頭部コンクリートの単位体積重量
矢板自重算出時、上頭部コンクリートの重量計算に用います。 
「22.60」を入力します。
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地震時-土圧の取扱い

 

地震時-震度の取扱い

主働土圧の計算式]
地震時に用いる土圧の計算式を選択してください。 
「修正物部・岡部法」を選びます。

土圧係数
土圧の計算手法に「修正物部・岡部法」を適用する場合に設定
してください。 
「自動計算」を選びます。

計算手法
震度の設定方法を選択してください。 
「自動計算」を選びます。

適用基準
設計水平震度の計算に適用する道路橋示方書の年度を選択し
てください。 
H14と、H24ではレベル2地震時（タイプⅠ）の計算式が異なり
ます。
「道示H14」を選びます。

見かけの震度の計算式
見掛けの震度算出の際に適用する式を選択してください。 
「二建の提案式」を選びます。

見かけの震度の取扱い
見かけの震度の計算式が「二建の提案式」「荒井・横井の提案
式」の場合、式中に"Σγh"が含まれていることからもわかるよ
うに、見かけの震度の計算に土重量を考慮しています。
初期設定では、設計事例にならって「層ごと」の設定としてお
りますが、適正につきましては設計者のご判断で決定してくだ
さい。
「層ごと」をチェックします。

地域別補正係数cz
地域別補正係数を設定するための地域区分を設定してくださ
い。
「強震帯地地域」を選びます。

構造物特定補正係数cs
構造物特定補正係数を設定してください
「1.00」を入力します。
 
自動計算-地盤種別の判定方法
地盤種別を設定する方法を選択してください。 
「地層条件より計算」を選びまsu.
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地震時-震度の取扱い

設計水平震度の計算結果

自動計算-判定位置
地盤種別を「地層条件から計算」とした場合、入力されている
地層データの主働側・受働側のどちらで地盤種別の判定を行
うか選択してください。
「主働側」を選びます。

自動計算-固有周期T
震度算出に用いる固有周期を設定してください。
「1.00」を入力します

［震度計算］ボタン
⇒　震度の計算手法を"自動計算"としている場合、このボタン
を押下することで震度を自動計算し、
設計水平震度の計算結果　に結果を表示します。

［結果表示］ボタン
⇒　震度の計算手法を"自動計算"としている場合、地盤種別の
判定や震度の計算結果を表示します。

入力後、確定ボタンを押します。
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液状化時

基本的に、計算に用いる上載荷重、設計水平震度、作用力の考
え方は、［検討ケース｜地震時］に準じます。

振動成分の分割ピッチ
振動成分の分割ピッチを指定して下さい。分割ピッチが密なほ
ど計算精度は向上します。
「1.00」を選びます。

受働側漸増成分を考慮する
液状化時の土水圧の影響について、受働側の漸増成分も考慮
に含める場合は選択してください。
チェック☑をしてください。

入力後、確定ボタンを押します。
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2－10　計算実行

形状決定

計算実行をクリックしてください。

形状決定の画面がたちあがります。

矢板長
必要矢板長などを参考に、前面矢板の長さ(矢板天端から矢板
先端までの長さ)を決定し入力して下さい。
「20.000」と入力します。

DE（採用値）
液状化の影響を考慮する場合、対象の層に適用する低減係数
を設定してください。
初期値は計算した結果を自動的にセットしてあります。

[計算結果をセット]ボタン
[計算結果をセット]ボタンを押したら、各検討ケースのDe(採用
値)がDe（計算値）に上書きされます。

入力後、弾塑性地盤実行を押します。
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2－11　結果確認 

総括表

計算が終わると、結果確認がたちあがります。

総括表、土圧強度分布表、詳細確認-慣用法、詳細確認-弾塑性
法をそれそれクリックしてください。

断面諸元、根入れ長に対する照査、断面力、反力、応力度照査
結果について一覧表形式で、結果確認、出力ができます。ボタ
ンが赤色の場合は、安全率を満足していないなどの理由によ
り、ＯＵＴの旨を提示しています。

断面諸元
断面諸元を確認して下さい。

根入れ長に対する照査
基本的に必要根入れ長より決定根入れ長が長ければ判定は
OKと評価しています。

断面力、反力
断面力、反力を表示します。なお、断面力、反力は単位幅（１．
０ｍ）当たりの値です。

矢板頭部の変位結果
矢板頭部(計算上は、頭部コンクリート天端高)の変位照査結果
です。許容変位以下であることを確認して下さい。

応力度照査結果
断面照査結果です。

印刷
印刷を実行すると、一覧表形式の印刷を実行します。
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土圧強度分布表

詳細確認-総括表

詳細確認-弾塑性法

各検討ケースにおける主働側、受働側の土圧強度と、分布図を
確認できます。

常時、地震時ボタン
初期入力で指定した検討ケースが表示されています。

常時・牽引時、地震時のボタン切り替えでデータを確認してく
ださい。

主働側、受働側ボタン
主働側、受働側]ボタン切り替えでデータを確認・修正してくだ
さい。

CSVファイルに出力
計算結果の土圧強度を、CSVファイルに出力します。
このCSVファイルは、別途Excel等で直接編集を行うことが可
能です。
また、データ入力時に土圧強度の直接指定を選択した際、
土圧強度の入力画面で読込みを行ったり、各数値をコピー&
ペーストして利用できます。

仮想地盤面に関する側圧分布を図入りで確認することができ
ます。最大で、常時、レベル1地震時の2ケースの扱いになりま
す。チャンの式で解析した前面矢板の変位、断面力などを左側
の欄に数値表示します。

ここでは、詳細確認、重ね合わせ図の結果確認ができます。

根入れ部の安定計算詳細
出力はできません。詳細な印刷は、[計算書作成]でお願いしま
す。確認したい検討ケースを[前ケース][次ケース]で適宜選択し
てください。

解析結果図
変位、モーメント、せん断力を選択し解析結果を確認してくださ
い。この画面で出力を実行すると、現在確認している解析結果
図をそのまま印刷することができます。
なお、この解析結果図は、[計算書作成]では印刷することがで
きませんので、こちらで適宜、必要と考えられる図面を印刷し
てください。
ただし、印刷時のスケールと画面描画時のスケールは若干異な
りますので、出力物として満足するまで多少の試行錯誤は必要
となりますことをご了承ください。

重ね合わせ図
ここでは、「重ね合わせ図」の結果確認を行うことができま
す。現在確認して頂いている描画内容をそのまま印刷します。

全ケース出力
■解析結果図
画面指定の表示内容に準じて、検討ケース単位で、「変位図」
「モーメント図」「せん断力図」一組として、全てのケースを出
力します。
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2－12　計算書作成

全印刷

計算書作成をクリックしてください。

印刷
設計条件、結果一覧表、全計算結果の詳細を全て作成しプレ
ビューします。

結果一覧
結果一覧表を作成しプレビューします。

結果詳細
全計算結果の詳細を作成しプレビューします。

各プレビュー後、印刷・保存します。
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3　 災害復旧基準
災害復旧基準「Sample-Saigai.F9V」を作成することを目的とし、説明を進めます。

各入力項目の詳細については製品の【ヘルプ】をご覧ください。

3－1　初期入力
初期入力

項目ツリーアイテム
上から順に入力してください。
入力済みはツリーアイテムを緑色で表示し、未入力およびデー
タ不整合箇所はツリーアイテムをピンクで表示します。

新規にデータを作成するため「初期入力」を選択し、確定をク
リックしてください。

一般事項
タイトル、コメントなどを名称設定より設定します。
タイトル：「災害復旧工事の設計要領の参考資料に記載の設計
事例」
コメント「盛土がある場合」

適用基準
設計の考え方に用いる基準名を選択して下さい。
「災害復旧工事の設計要領（Ｈ26）」選びます。

構造
本製品では自立矢板式のみとなります。

耐用年数
耐用年数を入力して下さい。
「30年」と入力します。

施工延長
施工延長を入力して下さい。
「120.000」ｍと入力します。

前面矢板壁-矢板種類、番号、頭部コンクリートを設ける、断面
形状
設計予定の壁体種類並びに使用鋼材番号を入力してくださ
い。種類「鋼管矢板」、鋼材「6」、頭部コンクリートを設けるに
チェックを入れます。

側面形状-頭部コンクリート天端高
頭部コンクリート天端高を入力して下さい。
頭部コンクリート天端高　G.L　0.500ｍ

側面形状-前面矢板天端高
矢板壁の天端高を入力して下さい。
前面矢板天端高　　G.L   0.500m
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初期入力

一般事項

側面形状-計画水深（参考値）
計画水深を入力して下さい。
計画水深(参考地) 　G.L  -2.000m

側面形状-構造水深
構造水深を入力して下さい。
構造水深　G.L  -2.000m

側面形状-高水位 H.W.L
H.W.L.を入力して下さい。
H.W.L 0.000m

側面形状-低水位 L.W.L
L.W.L.を入力して下さい。
L.W.L  0.000m

側面形状-前面矢板壁に裏込材を設ける
前面矢板の背面側に裏込材を設けるか否かを指定して下さ
い。本プログラムでは、主働崩壊面を計算する際に裏込材の影
響を考慮することができます。
前面矢板壁に裏込材を設ける：チェックしない

側面形状-主働側常時上載荷重
常時扱いの上載荷重を入力して下さい。
主働側常時上載荷重　10.000N/㎡

地層 地表面天端GLを設定する
地表面天端GLを任意に設定する場合は選択してください。地
表面天端GLを設定するにチェック無しです。

地層
地層データを入力して下さい。
№ 厚層 土質

種類
平均
Ｎ値

γt
(kN/㎥)

Φ
(度)

Ｃｏ
(k/㎡)

1 14.000 砂質土 10.0 18.00 30.0 0.0

検討ケース
照査を行いたいケースを選択してください。
常時、レベル１地震時にチェックを入れます。

考え方-土圧強度の直接指定
前面矢板に関する土圧強度を内部で自動計算せず、直接指定
を行いたい場合は選択してください。
ここでは、チェックしない。

入力後、詳細設定をクリックします。
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3－2　水位条件

水位条件について入力します。検討水位をクリックしてくださ
い。

高水位H.W.L.
H.W.L.を入力して下さい。
「0.000」mと入力します。

低水位L.W.L.
L.W.L.を入力して下さい。
「0.000」mと入力します。

残留水位-内部計算
内部計算時は、RWL＝LWL＋（HWL－LWL）×2/3　で算出し
ています。
内部水位はチェック無しです。

残留水位-R.W.L.
内部計算に拠りがたい場合は、R.W.L.を直接入力して下さ
い。
「0.500」mと入力します。

水の単位体積重量
水の単位体積重量を入力して下さい。残留水圧、動水圧の計算
などに使用します。
「9.8」kN/㎥と入力します。

入力後、確定ボタンを押します。
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3－3　形状

側面

頭部コンクリート-前面矢板

形状について入力します。側面、頭部コンクリートをクリックし
てください。

前面矢板壁-上頭部コンクリート天端高
頭部コンクリートの天端高を入力して下さい。
「0.500」mと入力します。

前面矢板壁-矢板壁天端高
矢板壁の天端高を入力して下さい。
「0.500」mと入力します。

前面矢板壁-計画水深
係船岸の計画用の水深を入力して下さい。
「-2.000」mと入力します。

前面矢板壁-構造水深
本プログラムでは、本水深を河床面として設計計算を行いま
す。
「-2.000」mと入力します。

入力後、確定ボタンを押します。

本形状は、[検討ケース｜地震時]において、「地震時慣性力を考
慮する」場合に、頭部コンクリート重量として考慮されます。

h1
頭部コンクリートの前面高m
「1.000」と入力します。
h2
頭部コンクリートの背面高
「1.000」と入力します。
b1
頭部コンクリートの全幅
「1.000」と入力します。
b2
頭部コンクリートの天端幅
「1.000」と入力します。
b3
頭部コンクリートの背面幅
「0.000」と入力します。
b4
頭部コンクリートの前面から矢板壁センターまでの距離
「0.500」と入力します。

入力後、確定ボタンを押します。
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3－4　考え方

一般事項

考え方ついて入力します。計算条件をそれぞれクリックしてく
ださい。

土圧計算に裏込材を考慮する
裏込め材の物性値をそのまま使用して土圧計算を行う場合
は、チェックマークを付けてください。
チェックなしです。

水平方向地盤反力係数-計算方法
水平方向地盤反力係数の計算式を選択してください。
「災害復旧」を選びます。

水平方向地盤反力係数-設定
(1)一括指定を選択した場合は、N値と地盤反力係数を入力し
て下さい。
(2)地層毎に入力を選択した場合は、[地層-受働側]で各層毎に
地盤反力係数を入力して下さい。
初期値としてN値から計算した値をセットします。
「一括指定」」を選び、平均N値は「10.0」、ｋH常時・地震時
「17600.00」と入力します。

許容変位量
水平方向の許容変位量を設定してください。
土地改良の基準では、許容変位量を矢板長Hを目安に決める
ことが示されているため、その場合は「□許容変位量を矢板長
から計算」にチェックを入れてください。
直接指定をするを選び、常時「50.0」、地震時「75.0」と入力し
ます。

入力後、確定ボタンを押します。
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仮想地盤面
仮想地盤面が決定できない場合に、九地整の算出法を適用す
る
※本計算手法は、「災害復旧」「河川指針」「土地改良」に明記
されているものではありません。ご使用は設計者の判断で行っ
てください。
チェックなしです。

直接指定時の補正
適用基準が「災害復旧」または「土地改良」の場合に選択する
ことができます。
"仮 想地 盤 面＝0として補正"を選 択すると、土地改良基 準
（H26）p.468に準拠し、
主働側圧は構造水深位置で最大とし、仮想地盤面で 0 となる
ように補正します。
無補正の場合は、計算した主働側圧をそのまま使用します。
無補正を選びます。

入力後、確定ボタンを押します。
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3－5　地層

 

主働側ー地層条件

主働側ーN値測定点

地層ついて入力します。地層をクリックしてください。

№ 層厚 土質
種類

平 均
N値

湿 潤
単 位
重量

水 中
単 位
重量

飽 和
単 位
重量

内部
摩擦角

(常時)
壁面

摩擦力

(地震時）
壁面

摩擦力

粘着力 粘着力
増分

直接
指定

見かけ
の震度

直接
指定

地震時
崩壊角

1 14.000 砂質土 10.0 18.0 10.0 20.0 30.00 15.00 15.00 0.0 0.0 0 --- 0 ---

初期入力で入力した地層データが初期値としてセット済みに
なっています。
[主働側]、[受働側]のボタン切り替えでデータを確認・修正して
ください。
主働側と受働側の地層数や地層境は一致していなくとも良く、
それぞれ独立したデータとして各々最大２０層まで入力できま
す。
また、本入力画面の入力 順は特に規定はありません。
計算実行時には、必要区間に最低１層以上の入力がなされて
いなければなりません。地盤の諸定数を入力してください。

標高、土質種類、平均N値、土の湿潤単位重量、水中単位重
量、飽和単位重量、内部摩擦角、壁面摩擦角、粘着力と粘着力
増分を下記の表に従って入力してください。

地層は、層厚入力または標高入力が可能です。［オプション｜
地層入力方式］で「層厚」「標高」のいずれかを選択してくださ
い。

観測点ごとのＮ値を指定します。指定したＮ値を用いて、平均Ｎ
値を算出することができます。

標高
N値測定点の標高を設定してください。

N値
N値観測点を設定してください。

値を入力すると、柱状図が描画されます。

ここでは、入力なしです。
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受働側ー地層条件

受働側ーN値測定点

 

受働側のみの項目
[N値→ｋH]ボタン
入力されているN値から、kHを自動計算してセットします。

層厚、土質種類、平均N値、土の湿潤単位重量、水中単位重
量、飽和単位重量、内部摩擦角、壁面摩擦角、粘着力と粘着力
増分を下記の表に従って入力してください。

№ 層厚 土質
種類

平 均
N値

湿 潤
単 位
重量

水 中
単 位
重量

飽 和
単 位
重量

内部
摩擦角

(常時)
壁面

摩擦力

(地震時）
壁面

摩擦力

粘着力 粘着力
増分

1 11.500 砂質土 10.0 18.0 10.0 20.0 30.00 15.00 0.00 0.0 0.0 

受働側ーN値測定点タブ
観測点ごとのＮ値を指定します。指定したＮ値を用いて、平均Ｎ
値を算出することができます。

標高
N値測定点の標高を設定してください。

N値
N値観測点を設定してください。

値を入力すると、柱状図が描画されます。

ここでは、入力なしです。

入力後、確定ボタンを押します。
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3－6　盛土

盛土ついて入力します。盛土をクリックしてください。

盛土を設ける
盛土を設置せずに検討を行いたい場合はチェックを外してくだ
さい。
盛土を設けるに選択してください。

計算方法
換算載荷重の計算方法を選択してください。
災害復旧に記載されている方法は崩壊角による方法、土地改
良に記載されている方法はフリューリッヒの地盤応力の理論で
す。
崩壊角で計算を選びます。

Bi，Wbi，Hbi
ガイド図にしたがって盛土の寸法値を入力してください。Hbiは
層厚での入力となります。

土の単位体積重量
土の単位体積重量を入力してください。

湿潤単位体積重量、飽和単位体積重量
湿潤単位体積重量と飽和単位体積重量を入力してください。

内部摩擦角
内部摩擦角を入力してください。

壁面摩擦角
壁面摩擦角を入力してください。受働側は符号を判定して土圧
計算を行います。
常時・地震時それぞれにおいて値を指定してください。

地震時崩壊角の直接指定
層ごとに、地震時崩壊角を直接設定する場合は、「直接指定」
の数値を"1"に変更し、値を設定してください。
ここで地震時崩壊角を直接指定すると、対象の層ではすべて
の地震時で同じ崩壊角を使用します。

上載荷重 地表面載荷重
平坦部（q1）、盛土法面部（q2）、盛土天端（q3）の上載荷重
を、常時・地震時それぞれについて設定してください。
常時「10.00」、地震時「5.00」入力します。
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載荷範囲　Lr
換算載荷重の載荷範囲を指定してください。
指定しないので、入力なしです。

■地震時の崩壊角に関する設定
見かけの震度を考慮する
地震時の崩壊角計算時に、見かけの震度を計算してこの値を
用いるか、すべて気中震度を用いるかを選択してください。
チェックを入れてください。

粘性土における換算上載圧の扱い
地震時換算載荷重の計算過程で、以下の2点における換算上載
圧の扱いを選択してください。
(1) 粘性土層の計算過程で、崩壊角ζを計算する時の式中の上
載荷重q
(2) 見かけの震度に「二建の提案式」「荒井・横井の提案式」
を適用する場合の式中の上載荷重q
収束計算を選びます。

入力後、確定ボタンを押します。

№ Bi Wbi Hbi 湿潤
単位
重量

単位
体積
重量

内部
摩擦角

(常時)
壁面

摩擦力

(常時）
平坦部

上載
荷重

(常時）
法面部

上載
荷重

(地震）
壁面

摩擦力

(地震時）
前面部

上載
荷重

(地震時）
斜面部

上載
荷重

(地震時)
直接指定

(地震時）
崩壊角

1 1.50 4.60 2.30 180. 18.0 30.00 15.00 0.00 0.00 15.00 0.00 0.00 0 ---
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3－7　任意荷重

常時

レベル1地震時

任意荷重ついて入力します。任意荷重をクリックしてくださ
い。

[常時]、[レベル1地震時]、［レベル2地震時（タイプⅠ）］、［レベ
ル2地震時（タイプⅡ）］ ボタン
ボタン切り替えでデータを確認・修正してください。

入力なしです。

[常時]、[レベル1地震時]、［レベル2地震時（タイプⅠ）］、［レベ
ル2地震時（タイプⅡ）］ ボタン
ボタン切り替えでデータを確認・修正してください。

入力なしです。

確定ボタンを押します。
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3－8　部材

部材ついて入力します。前面矢板壁材をクリックしてくださ
い。

材質
材質を指定して下さい。
ここでは、「SY295」を選びます。

矢板の有効率α
継手による有効率を指定して下さい。継手によるロスがない場
合は、1.00で結構です。
根入れ計算に用いるβ算出用「1.00」
断面力、変位計算に用いるβ算出用「0.60」
断面２次モーメントIに対して「0.60」
断面係数ｚに関して「1.00」

部材-使用矢板番号
使用する矢板番号を指定して下さい。
表示されているテーブルの値は[基準値-矢板]で確認、並びに
修正することができます。
「6」を入力します

腐食-低減係数
腐食低減係数を直接指定するか、自動計算するかを選択してく
ださい。
自動計算を選びます。

腐食-低減係数-腐食代-直接指定する
腐食代を直接指定する場合はここにチェックをしてください。
チェックを入れてください。

腐食-低減係数-腐食代-腐食代（河側）（陸側）
腐食代を直接指定する場合は値を設定してください。
腐食代（河側）：1.00
腐食代（陸側）：1.00

腐食-低減係数-低減係数
自動計算する場合→指定された矢板名と、腐食代を変更する
と、自動的に低減係数を計算します。
計算に使用した断面性能算定図のグラフは、「結果確認」のボ
タンより確認できます。このとき、使用矢板に該当する鋼矢板
が存在しない場合は、低減係数の自動計算を行うことが出来
ません。
直接指定する場合　→　断面二次モーメント用、断面係数用
(断面積Aも含む)の低減率を入力して下さい。詳細はメーカー
にご確認下さい。
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鋼矢板の低減係数

結果確認をクリックすると、鋼矢板の低減係数の画面が立ち
上がります。

■　自動決定
鋼材種類
計算対象の鋼材を選択してください。
腐食代　t1
腐食代を設定して下さい。
腐食代　t2
この腐食代t2の値は、αより自動計算します。t2＝α・t1
t2とt1の比　α
腐食代の比（α＝t2/t1）を選択してください。

低減係数　η
本画面で選択された鋼材について、基準書に示されるグラフ
を使用し、入力された腐食代t1と、腐食代の比αから、低減係
数ηを自動決定します。

確認後、確定ボタンを押します。

もとの画面（前面矢板壁）に戻ります。

腐食-計算項目への影響
本プログラムでは、各計算項目毎に腐食前の断面諸元を用いる
のか、腐食を考慮した腐食後の断面諸元を用いるのかを指定
することができます。
根入れ長 や断面力、変位を計算までは腐食前の断面の方が安
全側の設計となり、応力度照査は腐食後の断面を用いる方が
安全側の設計となると考えられますが、両方の状 態をご検討
頂いた上で、ご判断願いたいと思います。
「変位、断面力、応力度」にチェックを入れてください。

入力後、確定ボタンを押します。
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3－9　検討ケース

常時

地震時-基本条件

検討ケースついて入力します。常時、地震時をそれぞれクリック
してください。

上載荷重
上載荷重を入力して下さい。
主働側「0.00」、受働側、「0.00」を入力します。

入力後、確定ボタンを押します。

上載荷重
上載荷重を入力して下さい。通常は、常時の1/2程度と考えら
れます。
主働側・受働側、「0.00」を入力します。

動水圧の扱い-動水圧を考慮する
動水圧の検討を行いたい場合はチェックしてください。 
チェック無です。

慣性力の扱い-水平方向地震時慣性力を考慮する
矢板自重による慣性力を考慮する場合は設定してください。
チェック無です。

慣性力の扱い-頭部コンクリートの単位体積重量
矢板自重算出時、頭部コンクリートの重量計算に用います。 
「22.60」を入力します。
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地震時-土圧の取扱い

 

地震時-震度の取扱い

主働土圧の計算式
地震時に用いる土圧の計算式を選択してください。 
「クーロン土圧」を選びます。

クーロン土圧における粘性土の取扱い-計算式
地震時粘性土における主働土圧の計算において、どの計算式
を使用するかを選択してください。
(a)式で計算を選びます。

クーロン土圧における粘性土の取扱い-河床面下10m以深では
震度を0として計算する
港湾基準、漁港基準では、海底面下10m以深において震度を0
として土圧を求めて良いとしています。
災害復旧では、土圧式の説明において、「港湾基準を参考に
している」旨が記載されておりましたので用意している項目で
す。
震度を0とすると、式は常時の粘性土主働土圧式と同じになり
ます。
チェック無です。

計算手法
震度の設定方法を選択してください。 
「直接指定」を選びます。

見かけの震度の計算式
見掛けの震度算出の際に適用する式を選択してください。 
「災害復旧の標準式」を選びます。

R.W.L.下面の震度
見かけの震度の計算式が、「災害復旧の標準式」、「荒井・横
井の提案式」の場合に有効です。
R.W.L.直下の震度を空中震度にするか水中(見かけの)震度に
するかを指定して下さい。
通常は水中震度でよいものと考えられますが、設計者のご判
断にて設定して下さい。 
水中を選びます。

地域別補正係数cz
地域別補正係数を設定するための地域区分を設定してくださ
い。
「強震帯地地域」を選びます。

設計水平震度の標準値
震度の計算手法を"直接指定"とした場合は、各種震度の標準
値を設定してください。
動水圧・慣性力用：「0.10」
土圧計算用：「0.10」を入力します。
 
入力後、確定ボタンを押します。
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3－10　計算実行

形状決定

計算実行をクリックしてください。

形状決定の画面がたちあがりますので、矢板長（m）を入力して
ください。
「8.000」と入力します。

入力後、確定を押します。

49



3－11　計算確認

総括表

計算が終わると、結果確認がたちあがります。

総括表、土圧分布表、すべり面の水平距離、詳細確認-慣用法
をそれそれクリックしてください。

断面諸元、根入れ長に対する照査、断面力、反力、応力度照査
結果について一覧表形式で、結果確認、出力ができます。ボタ
ンが赤色の場合は、安全率を満足していないなどの理由によ
り、ＯＵＴの旨を提示しています。

断面諸元
断面諸元を確認して下さい。

根入れ長に対する照査
基本的に必要根入れ長より決定根入れ長が長ければ判定は
OKと評価しています。

断面力、反力
断面力、反力を表示します。なお、断面力、反力は単位幅（１．
０ｍ）当たりの値です。

矢板頭部の変位結果
矢板頭部(計算上は、工天端高)の変位照査結果です。許容変
位以下であることを確認して下さい。

応力度照査結果
断面照査結果です。

印刷
印刷を実行すると、一覧表形式の印刷を実行します。
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土圧強度分布表

すべり面の水平距離

詳細確認-慣用法

各検討ケースにおける主働側、受働側の土圧強度と、分布図を
確認できます。

常時、地震時ボタン
初期入力で指定した検討ケースが表示されています。

常時・牽引時、地震時のボタン切り替えでデータを確認してく
ださい。

主働側、受働側ボタン
主働側、受働側ボタン切り替えでデータを確認・修正してくだ
さい。

CSVファイルに出力
計算結果の土圧強度を、CSVファイルに出力します。
このCSVファイルは、別途Excel等で直接編集を行うことが可
能です。
また、データ入力時に土圧強度の直接指定を選択した際、
土圧強度の入力画面で読込みを行ったり、各数値をコピー&
ペーストして利用できます。

各検討ケースの換算載荷重の計算過程におけるすべり面の水
平距離を確認できます。

表示項目の設定
描画する情報を選択してください。

検討ケース ボタン
ボタン切り替えでデータを確認してください。

仮想地盤面に関する側圧分布を図入りで確認することができ
ます。
最大で、常時、レベル1地震時の2ケースの扱いになります。
チャンの式で解析した前面矢板の変位、断面力などを左側の
欄に数値表示します。
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3－12　計算書作成

全印刷

計算書作成をクリックしてください。

印刷
設計条件、結果一覧表、全計算結果の詳細を全て作成しプレ
ビューします。

結果一覧
結果一覧表を作成しプレビューします。

結果詳細
全計算結果の詳細を作成しプレビューします。

各プレビュー後、印刷・保存します。
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4　 土地改良基準
土地改良基準、コンクリート矢板の設計「Sample-ConcreteSheetPile.F9V」を作成することを目的とし、説明を進めます。

各入力項目の詳細については製品の【ヘルプ】をご覧ください。

4－1　初期入力
初期入力

新規にデータを作成するため「初期入力」を選択し、確定をク
リックしてください。

一般事項
[名称設定]ボタンを押して下さい。名称設定画面に各種の入力
項目を用意しています。
タイトル：「土地改良基準を適用したコンクリート矢板の設計
例」
コメント：「高強度コンクリート矢板設計・施工ハンドブック
（2014年版）p.106～」

適用基準
設計の考え方に用いる基準名を選択して下さい。
「土地改良事業計画設計基準「水路工」(H26)」選びます。

構造
本製品では自立矢板式のみとなります。

耐用年数
耐用年数を入力して下さい。腐食計算時に使用します。
「30年」と入力します。

施工延長
施工延長を入力して下さい。印刷、描画情報であり、設計計算
には使用しておりません。
「10.000」ｍと入力します。

前面矢板壁-矢板種類、番号、頭部コンクリートを設ける、断面
形状
設計予定の壁体種類並びに使用矢板番号を入力してくださ
い。また、頭部コンクリートを設けない場合は選択してくださ
い。

種類「コンクリート矢板」、番号「11」、
頭部コンクリートを設けるにチェック無、
断面形状は「溝形」を選んでください。
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初期入力

側面形状-頭部コンクリート天端高
頭部コンクリート天端高を入力して下さい。本プログラムでは、
この位置から前面矢板壁に土圧が作用するものとします。[
頭部コンクリート天端高　　G.L   0.000m

側面形状-前面矢板天端高
矢板壁の天端高を入力して下さい。本プログラムでは、矢板全
長をこの矢板天端高から矢板先端高とします。
前面矢板天端高　G.L   0.000m

側面形状-計画水深（参考値）
計画水深を入力して下さい。印刷情報であり、設計計算には使
用しません。
計画水深(参考地) 　G.L  -2.000m

側面形状-構造水深
構造水深を入力して下さい。本プログラムでは、地盤面がこの
位置にあるものとして、河側の受働土圧載荷開始位置としま
す。
構造水深　G.L  -2.000m

側面形状-高水位H.W.L
H.W.L.を入力して下さい。[水位条件-検討水位]で変更するこ
とができます。
H.W.L -0.000m

側面形状-低水位L.W.L.
L.W.L.を入力して下さい。[水位条件-検討水位]で変更すること
ができます。残留水位R.W.L.は、[水位条件-検討水位]で確認
して下さい。
L.W.L  -2.000m

側面形状-前面矢板壁に裏込材を設ける
前面矢板の背面側に裏込材を設けるか否かを指定して下さ
い。本プログラムでは、主働崩壊面を計算する際に裏込材の影
響を考慮することができます。
前面矢板壁に裏込材を設ける：チェックしない

側面形状-主働側常時上載荷重
常時扱いの上載荷重を入力して下さい。
主働側常時上載荷重　0.000ｋN/㎡

地層 地表面天端GLを設定する
地表面天端GLを任意に設定する場合は選択してください。
チェック無しです。

地層
地層データを入力して下さい。

№ 標 高 G . L
（ｍ）

土質
種類

平均
Ｎ値

γt
(kN/㎥)

Φ
(度)

Ｃｏ
(k/㎡)

1 -10.000 砂質土 10.0 18.0 25.0 0.0
検討ケース
照査を行いたいケースを選択してください。
常時にチェックを入れます。

考え方-土圧強度の直接指定
前面矢板に関する土圧強度を内部で自動計算せず、直接指定
を行いたい場合は選択してください。
ここでは、チェックしない。

入力後、詳細設定をクリックします。
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4－2　水位条件

水位条件について入力します。検討水位をクリックしてくださ
い。

高水位H.W.L.
H.W.L.を入力して下さい。
「0.000」mと入力します。

低水位).W.L.
L.W.L.を入力して下さい。
「-2.000」mと入力します。

残留水位-内部計算
内部計算時は、RWL＝LWL＋（HWL－LWL）×2/3　で算出し
ています。
チェック無しです。

残留水位-R.W.L.
内部計算に拠りがたい場合は、R.W.L.を直接入力して下さ
い。
常時：「-1.000」mと入力します。

水の単位体積重量
水の単位体積重量を入力して下さい。残留水圧、動水圧の計算
などに使用します。
「10.0」kN/㎥と入力します。

入力後、確定ボタンを押します。
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4－3　形状

側面

頭部コンクリート

形状について入力します。側面、頭部コンクリートをそれぞれク
リックしてください。

前面矢板壁-頭部コンクリート天端高
頭部コンクリートの天端高を入力して下さい。
「0.000」mと入力します。

前面矢板壁-矢板壁天端高
矢板壁の天端高を入力して下さい。
「0.000」mと入力します。

前面矢板壁-計画水深
係船岸の計画用の水深を入力して下さい。
「-2.000」mと入力します。

前面矢板壁-構造水深
本プログラムでは、本水深を河床面として設計計算を行いま
す。
「-2.000」mと入力します。

入力後、確定ボタンを押します。

本形状は、[検討ケース｜地震時]において、「地震時慣性力を考
慮する」場合に、頭部コンクリート重量として考慮されます。

h1
頭部コンクリートの前面高m
「0.500」と入力します。
h2
頭部コンクリートの背面高
「0.500」と入力します。
b1
頭部コンクリートの全幅
「0.800」と入力します。
b2
頭部コンクリートの天端幅
「0.800」と入力します。
b3
頭部コンクリートの背面幅
「0.000」と入力します。
b4
頭部コンクリートの前面から矢板壁センターまでの距離
「0.400」と入力します。

入力後、確定ボタンを押します。
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4－4　考え方

一般事項

考え方ついて入力します。計算条件をクリックしてください。

水平方向地盤反力係数-計算方法
水平方向地盤反力係数の計算式を選択してください。
「災害復旧」を選びます。

水平方向地盤反力係数-換算載荷幅　BH
計算手法を「道示」とした場合は、この入力が必要となります
道示を選んでいないので、入力不要です。

水平方向地盤反力係数-設定
(1)一括指定を選択した場合は、N値と地盤反力係数を入力し
て下さい。
(2)地層毎に入力を選択した場合は、
地層-受働側の項目で各層毎に地盤反力係数を入力して下さ
い。初期値としてN値から計算した値をセットします。
ここでは「一括指定を選び、平均N値「10.0」、
ｋH常時・地震時「10000.00」入力します。

許容変位量
水平方向の許容変位量を設定してください。
「壁高から計算する」にチェックを入れます。

表示桁数
許容変位量を壁高から計算する場合に有効です。
計算後の許容変位量について、小数点以下何桁まで有効とす
るかを設定してください。
「3」桁と入力してください。
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仮想地盤面

河床安定

仮想地盤面が決定できない場合に、九地整の算出法を適用す
る
※本計算手法は、「災害復旧」「河川指針」「土地改良」に明記
されているものではありません。ご使用は設計者の判断で行っ
てください。
チェックなしです。

仮想地盤面の直接指定
仮想地盤面を直接設定したい場合は、直接指定にチェックを
入れ、地盤面のG.L.を設定してください。
指定しないのでチェックなしです。

直接指定時の補正
適用基準が「災害復旧」または「土地改良」の場合に選択する
ことができます。
「無補正」を選びます。

※河床安定に関する設定は、初期入力画面において、適用基準
が「土地改良」である場合に表示されます。

ボイリングの検討
土地改良の基準を適用する場合に、ボイリングの検討を行う
場合は選択してください。
チェックなしです。

ヒービングの検討
土地改良の基準を適用する場合に、ヒービングの検討を行う
場合は選択してください。
チェックなしです。

入力後、確定ボタンを押します。
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4－5　地層

 

主働側ー地層条件

主働側ーN値測定点

地層ついて入力します。地層をクリックしてください。

初期入力で入力した地層データが初期値としてセット済みに
なっています。

標高、土質種類、平均N値、土の湿潤単位重量、水中単位重
量、飽和単位重量、内部摩擦角、壁面摩擦角、粘着力と粘着力
増分を下記の表に従って入力してください。

地層は、層厚入力または標高入力が可能です。［オプション｜
地層入力方式］で「層厚」「標高」のいずれかを選択してくださ
い。
本データでは、平均N値は観測点より計算するため、ここでは
初期値とします。

№ 標高 土質
種類

平 均
N値

湿 潤
単 位
重量

水 中
単 位
重量

飽 和
単 位
重量

内部
摩擦角

(常時)
壁面

摩擦力

(地震時）
壁面

摩擦力

粘着力 粘着力
増分

直接
指定

見かけ
の震度

直接
指定

地震時
崩壊角

1 -10.000 砂質土 10.0 18.0 10.0 20.0 25.00 0.00 0.00 0.0 0.0 0 --- 0 ---

観測点ごとのＮ値を指定します。指定したＮ値を用いて、平均Ｎ
値を算出することができます。

標高
N値測定点の標高を設定してください。

N値
N値観測点を設定してください。
値を入力すると、柱状図が描画されます。

入力なしです。
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受働側ー地層条件

受働側ーN値測定点

層厚、土質種類、平均N値、土の湿潤単位重量、水中単位重
量、飽和単位重量、内部摩擦角、壁面摩擦角、粘着力と粘着力
増分が下記の表の値が表示されていることを確認してくださ
い。

№ 標高 土質
種類

平均
N値

湿潤
単位
重量

水中
単位
重量

飽和
単位
重量

内部
摩擦角

(常時）
壁面
摩擦力

(地震時）
壁面
摩擦力

粘着力 粘着力
増分

1 -10.000 砂質土 10.0 18.0 10.0 20.0 25.00 0.00 0.00 0.00 0.0

観測点ごとのＮ値を指定します。指定したＮ値を用いて、平均Ｎ
値を算出することができます。

標高
N値測定点の標高を設定してください。

N値
N値観測点を設定してください。
値を入力すると、柱状図が描画されます。

入力なしです。

入力後、確定ボタンを押します。
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4－6　盛土

盛土ついて入力します。盛土をクリックしてください。

盛土を設ける
盛土を設置せずに検討を行いたい場合はチェックを外してくだ
さい。
盛土を設けるに選択してください。

計算方法
換算載荷重の計算方法を選択してください。
災害復旧に記載されている方法は崩壊角による方法、土地改
良に記載されている方法はフリューリッヒの地盤応力の理論で
す。
フリューリッヒの地盤応力の理論を選びます。

Bi，Wbi，Hbi
ガイド図にしたがって盛土の寸法値を入力してください。Hbiは
層厚での入力となります。

土の単位体積重量
土の単位体積重量を入力してください。

上載荷重、地表面載荷重
フリューリッヒの地盤応力の理論を適用する場合は、地表面載
荷重（q）を設定してください。
常時「10.00」、地震時「5.00」入力します。

入力後、確定ボタンを押してください。

№ Bi Wbi Hbi 単位
体積
重量

1 1.00 2.00 1.00 18.0
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4－7　任意荷重

常時

任意荷重ついて入力します。任意荷重をクリックしてくださ
い。

常時 
ボタン切り替えでデータを確認・修正してください。

入力なしです。

入力後、確定ボタンを押します。
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4－8　部材

部材ついて入力します。前面矢板壁材をクリックしてくださ
い。

設置方向
コンクリート矢板で、「平形」、「溝形」の場合に、断面の引張側
（通常は、ひび割れモーメントが大きくなる方）を受働側に向
けるのか、主働側に向けるのかを指定して下さい。
「引張側を陸側（堤内）に向ける」を選びます。

コンクリート矢板の有効率α
コンクリート矢板の継手効率は基本的に1.0としていますが、
必要に応じて設定してください。
根入れ計算に用いるβ算出用：「1.00」、
断面力、変位計算に用いるβ算出用：「1.00」、
断面2次モーメントＩに対して：「1.00」入力してください。

部材-使用矢板番号
使用する矢板番号を指定して下さい。
矢板番号：「11」

部材-ヤング係数
コンクリート矢板のヤング係数（弾性係数）を入力して下さ
い。
ヤンク係数：「2.10」

部材-ひびわれモーメントの割増係数
必要に応じて、ひび割れモーメントのMc、Mc'（[基準値｜鋼材｜
｜コンクリート矢板]にて設定可能）に対する割増係数を指定し
て下さい。
割増係数：「1.00」

入力後、確定ボタンを押します。
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4－9　検討ケース

常時

検討ケースついて入力します。常時をクリックしてください。

上載荷重
上載荷重を入力して下さい。
主働側「0.00」、受働側、「0.00」を入力します。

入力後、確定ボタンを押します。

64

第２章　操作ガイダンス



4－10　計算実行
計算実行をクリックしてください。

形状決定の画面がたちあがりますので、矢板長（m）を入力して
ください。
「8.000」と入力します。

入力後、確定を押します。
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4－11　計算確認

総括表

計算が終わると、結果確認がたちあがります。

総括表、土圧強度分布表、詳細確認-慣用法、詳細確認-弾塑性
法をそれそれクリックしてください。

断面諸元、根入れ長に対する照査、断面力、反力、応力度照査
結果について一覧表形式で、結果確認、出力ができます。ボタ
ンが赤色の場合は、安全率を満足していないなどの理由によ
り、ＯＵＴの旨を提示しています。

断面諸元
断面諸元を確認して下さい。

根入れ長に対する照査
基本的に必要根入れ長より決定根入れ長が長ければ判定は
OKと評価しています。

断面力、反力
断面力、反力を表示します。なお、断面力、反力は単位幅（１．
０ｍ）当たりの値です。

矢板頭部の変位結果
矢板頭部(計算上は、工天端高)の変位照査結果です。許容変
位以下であることを確認して下さい。

応力度照査結果
断面照査結果です。

印刷
印刷を実行すると、一覧表形式の印刷を実行します。

66

第２章　操作ガイダンス



土圧強度分布表

詳細確認-慣用法

各検討ケースにおける主働側、受働側の土圧強度と、分布図を
確認できます。

常時、地震時ボタン
初期入力で指定した検討ケースが表示されています。

常時・牽引時、地震時のボタン切り替えでデータを確認してく
ださい。

主働側、受働側ボタン
主働側、受働側]ボタン切り替えでデータを確認・修正してくだ
さい。

CSVファイルに出力
計算結果の土圧強度を、CSVファイルに出力します。
このCSVファイルは、別途Excel等で直接編集を行うことが可
能です。
また、データ入力時に土圧強度の直接指定を選択した際、
土圧強度の入力画面で読込みを行ったり、各数値をコピー&
ペーストして利用できます。

仮想地盤面に関する側圧分布を図入りで確認することができ
ます。
最大で、常時、レベル1地震時の2ケースの扱いになります。
チャンの式で解析した前面矢板の変位、断面力などを左側の
欄に数値表示します。
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4－12　計算書作成

全印刷 各プレビュー後、印刷・保存します。

計算書作成をクリックしてください。

印刷
設計条件、結果一覧表、全計算結果の詳細を全て作成しプレ
ビューします。

結果一覧
結果一覧表を作成しプレビューします。

結果詳細
全計算結果の詳細を作成しプレビューします。
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5　データ保存
保存を行わずにプログラムを終了させようとした場合、下図の
ような確認メッセージが表示されます。 
保存する場合は「はい」を選択し、保存場所・ファイル名を指定
し保存します。 
「いいえ」を選択すると、データは保存されずに終了しますの
でご注意ください。

「ファイル」-「名前を付けて保存」からデータを保存します。 
既存のデータに上書きする場合は「ファイル」-「上書き保存」
を選択します。

69



第3章　Q&A

Ｑ1－1

Ａ1－1

河川構造物の耐震性能照査指針(H24)適用時に、常時のみ慣用法で断面力・変位の計算が行われるのはなぜか

耐震性能照査は常時の状態で慣用法により算出した必要根入れ長を満足し、また安定照査に問題がないと判断した構造
物に対し行うとしているためです。

Ｑ1－2

Ａ1－2

弾塑性の計算で、有限長の設計は可能か

可能です。
本製品において、算定に用いる手法は、矢板壁を有限長の弾性ばり、地盤を弾塑性床とした弾塑性法を基本とします。
弾塑性法の考え方についての詳細は、製品ヘルプ［計算理論および照査の方法－弾塑性法－弾塑性法］を参照してくださ
い。

Ｑ1－3

Ａ1－3

常時の「モーメント図」「せん断力図」「変位図」を出力することは可能か

常時に関しては弾塑性法を行っていないため、「モーメント図」「せん断力図」「変位図」の出力は行っていません。
常時に弾塑性法を適用していないのは、常時の状態で慣用法を適用し、その結果「安定である」と判断できた構造物に対
し、耐震性能照査を行うものであるという考えに基づいているためです。

ただし、レベル2地震時を常時の作用力で計算することは可能です。
少々面倒な作業にはなりますが、以下の設定により代用は可能と考えます。
　(1)　常時の計算結果の土圧を「計算結果」モードの「土圧強度分布表」画面でCSV出力
　(2)　入力モードに戻り、[初期入力]画面で「土圧強度を直接指定する」にチェック、「液状化の影響を考慮する」の　　　
チェックは外す
　(3)　[土圧強度]画面で、(2)で出力したCSVファイルの土圧を読込み
　(4)　同画面で、レベル2地震時のそれぞれに対し、常時と同じ土圧を設定(右クリックのメニューからコピーが簡単に行
えます。)
　(5)　検討ケース「地震時」の画面で、動水圧、地震時慣性力のチェックを外す。（考慮しない）
　(6)　計算実行して計算書を確認。

Ｑ1－4

Ａ1－4

ハット型鋼矢板で設計を行うことは可能か

現行製品(Ver.1.0.0)では対応しておりませんが、［基準値｜鋼材｜矢板壁｜鋼矢板］の断面諸量に「ハット型鋼矢板」の断
面諸量を設定していただければ計算は可能です。 

Ｑ1－5

Ａ1－5

［基準値｜鋼材｜鋼材テーブル初期設定］で、初期テーブルファイルを設定できるが、このマスターファイルはどこで保存、
または生成するのか

各種鋼材のマスターファイルを作成するには、弊社HPで鋼材登録プログラムを無償インストールしていただく必要がござ
います。
http://www.forum8.co.jp/tech/mightyhoka0-tech.htm#togo
上記URLにアクセスしていただき、［統合環境支援ツール］内の「鋼材登録プログラム」からインストールを行うことがで
きます。
使い方の詳細は、製品ヘルプをご参考ください。

Ｑ1－6

Ａ1－6

盛土の斜面部分に重量を考慮したいが可能か

Ver.1.1.0において、盛土の斜面部分に対し荷重を載荷できるよう改訂しております。

Ｑ1－7

Ａ1－7

常時と地震時で残留水位の位置を変更したいが可能か

申し訳ございませんが、対応しておりません。
適宜値を変更して、2回計算を回してもらう形になります。
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Ｑ１－8

Ａ１－8

水路底部に、コンクリート打設をする場合にどこで設定を行えばよいか

検討ケース｜常時］、［検討ケース｜地震時］の「上載荷重-受働側」にコンクリート重量分の値を設定いただければ良いか
と思います。

Ｑ1－９

Ａ1－9

設計の考え方で「河川指針(H24)」を選択した場合、計算の中にレベル1地震時の項目がないようだが、基準のp.7　２．１
耐震性能（2）に「レベル1地震動に対しては全ての自立構造について」とある。
なぜ、レベル1地震時の計算を省いているのか。 

本製品が準拠している「河川構造物の耐震性能照査指針」では、レベル1地震時では耐震性能1を満たすことされていま
す。
耐震性能1は、基準のp.8「4.静的照査法による耐震性能の照査方法」に基づいて慣用法で検討することにより、照査でき
るものと考えております。
製品の[初期入力]画面において、適用基準を「災害復旧工事の設計要領」に切り替えていただくとレベル1地震時が検討
可能となり、慣用法を適用した結果がご確認いただけます。

Ｑ１－10

Ａ１－10

 計算すると、
 「粘性土崩壊角が負になる」
と出るが、この場合、どうしたらよいか 

問い合わせいただいたメッセージについては、製品ヘルプに説明を記載させていただいております。
 計算実行時の「形状決定」画面で「ヘルプ」ボタンを押下いただければ、ご確認いただけるかと思います。
▼以下ヘルプより転載
-----
→地震時粘性土の主働崩壊角の計算において、√内が負になっている場合に、該当する地層（計算用に分割された状態）
の数だけメッセージを表示します。

 本プログラムでは、便宜上、ζ＝45°としていますが、この扱いについては、基準類に明記されておりません。本プログラム
の処理の適正については、当社においても保証できるものではありません。地盤改良などの対策を講じて下さい。
-----
粘性土主働崩壊角の計算式は、上記ヘルプよりリンクをたどっていただければご確認いただけます。
このときの地層物性値などの変更案などについては、恐れ入りますが弊社から適切な値をご提示することはできかねま
すので、何卒ご了承ください。

Ｑ１－11

Ａ１－11

受働側地盤バネの算定方法を教えてほしい

地盤バネは、対象の層の上側の水平方向地盤反力係数と、下側の水平方向地盤反力係数を各節点における集中荷重に換
算して設定しています。
換算は、重心位置の算出と同じです。
地盤バネの考え方については、製品ヘルプ［計算理論および照査の方法｜弾塑性法｜弾塑性法］のページ中ほどに、詳し
く記載しておりますので合わせてご確認ください。

Ｑ１－12

Ａ１－12

前面側と、背面側の地層高さが同じであるような構造物の設計は可能か

本製品は「河川護岸」を設計対象としており、そのような構造物については、準拠している基準類に取り扱いが明記され
ていないため、大変申し訳ございませんが、計算対象として想定をしておりません。
対象構造物が仮設構造物の場合は、多少データ作成にコツは必要ですが、弊社の「土留め工の設計」にて計算が可能と
なっております。

Ｑ1－13

Ａ１－13

地盤ばねについて、上下限値をどちらも受動土圧の値として対象のバイリニアのバネを設定しているのはなぜか。
引張が発生しないように、マイナス側のバネは0としても良いのではないか。

自立式矢板の河川構造物において、杭頭部が（堤内→堤外）へ大幅に変位した場合、その反動で杭先端付近には（堤外→
堤内）への微小の変位が生じます。
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もし、『引張バネが発生しないように』非対称のバネを設定してしまうと、（堤外→堤内）への変位が少しでも生じた瞬間
にバネが塑性化してしまうことになり、弾塑性解析が収束しなくなってしまいます。

また、本製品で対象にしている河川護岸は、主たる作用力が必ず（堤内→堤外）の方向です。
そのため、杭先端付近に生じる（堤外→堤内）方向の微小の変位についても、"受働"として考えています。

したがって、非常に精確に地盤バネを設定するのであれば、上下限値を
　（A）「堤外側の（物性値で計算した）受働土圧」
　　と、
　（B）「堤内側の（物性値で計算した）受働土圧」
とする必要があります。

ですが、（B）の値は、堤外側の地層より層厚が大きいため、当然、（A）の値よりも大きい値となります。
 先ほども記載しましたように、（堤外→堤内）に生じる変位量は非常に微小です。
そのため簡易的に上下限値をどちらも「（A）堤外側の受働土圧」としていても、計算上問題はないと考え、結果としては
「上下限値を堤外側の受働土圧の値とした、バイリニアの対称バネ」を設定していることになります。

Ｑ1－１4

Ａ１－14

計算条件に「九地整を適用する」という項目が追加されたが、これはどういう機能か

仮想地盤面の自動計算が行えなかった場合に、九州地方整備局の基準による仮想地盤面の算出を行う機能になります。
河川指針、災害復旧に明記されている考え方ではありませんので、適用は設計者様の判断にてお願いしております。

Ｑ1－１5

Ａ１－15

コンクリート矢板に対応しているか

Ver.2より、土地改良基準に対応し、コンクリート矢板の設計に対応しました。
 平形、溝形、波形の3種類に対応しています。
コンクリート矢板の場合、以下2点について照査を行います。
 　(1)矢板断面に発生する最大曲げモーメントが、各種コンクリート矢板のひび割れモーメントを下回ること
　(2)変位量が許容変位量以内となること
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Ｑ１－16

Ａ１－16

地震時動水圧の計算方法は何の基準に準拠しているのか

地震時動水圧は災害復旧、河川指針には具体的に計算方法が記載されておりませんため、港湾基準の考え方を適用して
おります。
この場合、動水圧の作用範囲は、構造水深からL.W.Lまでの範囲となります。

Ｑ１－17

Ａ１－17

受働側液状化層の地盤バネを設定していないのはなぜか

「河川構造物の耐震性能照査指針」では、主働側の液状化の影響については明記されておりますが、受働側についてど
のように扱うべきかは記載されていません。
そのため、現行製品においては、「結果的に安全側となるように」液状化層にはバネを考慮せずにモデル化しています。

Ｑ１－18

Ａ１－18

地盤改良の設定には対応しているか

土留め工の設計のように地盤改良範囲を設定したりすることはできませんが、
主働側、受働側に地盤改良後の物性値を設定していただければ対応可能かと思います。

Ｑ１－19

Ａ１－19

災害復旧の基準で計算を実行すると、「粘性土の崩壊角がマイナスとなり計算出来ない」と表示されていたが、設計の考え
方を"河川構造物の耐震性能照査指針"にすると、このエラーメッセージが出なくなった。なぜか。

エラーメッセージが出たり、出なかったりするのは、初期入力での適用基準の変更に合わせて、[検討ケース｜地震時]の主
働土圧算出式が変更されているためです。
河川指針選択時は“修正物部・岡部法”、災害復旧選択時は“クーロン土圧(災害復旧)”を適用しています。
あくまで推奨される設定ですので、適宜設計に合わせてご変更いただければと思います。

Ｑ１－20

Ａ１－20

必要根入れ長の計算を土留めと同じようにしたいが可能か

本製品における必要根入れ長の計算はデフォルトで3.0/βで計算しています。
土留と合わせたい場合は、[基準値｜設計用設定値]にて値を変更できますのでそちらをご利用ください。

Ｑ１－21

Ａ１－21

盛土入力画面の、「地震時崩壊角ξ計算時の上載荷重qの扱いについて」という設定はなぜ用意されているのか

盛土部の換算載荷重の計算式の中には上載荷重の値が含まれていますが、災害復旧工事の設計要領では、土層が粘性土
であった場合についての取り扱いが記載されていません。
そのため、ユーザ様が妥当と思われる数値が得られるよう、設定を変更できるようにこのような選択肢を設けています。

Ｑ１－22

Ａ１－22

換算載荷重を考慮するとき、以下の①と②の設定で、計算実行時にエラーメッセージが出る、出ないの違いがあるのはな
ぜか
①盛土の入力を行わず、検討ケース画面-上載荷重に、直接、換算載荷重の値を設定した場合
②盛土の入力を行い、検討ケース画面-上載荷重を0.0として計算した場合
 
［盛土］の入力が行われていて、地層データに粘性土が含まれている場合、設定によっては収束計算を行っている場合が
あります。
このときの収束計算でエラーが表示されている可能性がありますので、［盛土］画面にて、q=0とする等の他の設定をお試
しください。 

Ｑ1－23

Ａ1－23

地盤反力係数の計算範囲を、国交省の規定3π/4βとしたいが、どうすればよいか

[基準値-設計用設定値]画面にて、地盤反力係数算定用係数を設定することができます。

Ｑ1－24

Ａ1－24

粘性土cの値を変更して収束計算をした場合、地震時合成角tanθの結果が異なる。
合成角は設計水平震度にのみ依存するのではないのか。

対象の層が水面以下であり、地震時合成角を見かけの震度で計算しているために値が異なっている可能性があります。
見かけの震度は、設定によりますが、二建の提案式や、荒井・横井の提案式の場合は、上載荷重qに依存しています。
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Ｑ１－25

Ａ１－25

受働側の壁面摩擦角をマイナス値で入力したいが方法はあるか 

入力画面上では、壁面摩擦角はプラス値の符号での入力としていますが、受働側において、実際の計算では入力された値
をすべてマイナス符号として処理を行っております。
 （計算書出力の該当ページで、主働側と受働側の計算式を比較確認していただければご理解いただけるかと思いま
す。）

Ｑ１－26

Ａ１－26

動水圧を考慮しない設定は可能か

［検討ケース｜地震時］の画面で「□動水圧を考慮する」のチェックを外してください。

Ｑ１－27

Ａ１－27

地層の入力を標高で行いたいが可能か 

メイン画面のツールバー［オプション｜地層入力方式］から、層厚⇔標高を切り替えることができます。 

Ｑ１－28

Ａ１－28

任意荷重で水平方向に集中荷重を入力しても、計算結果→外力の計算・側圧合計に入力した任意荷重が反映されない

外力の計算、側圧合計で出力しているのは、計算書に記載の通り(3)任意「分布」荷重の出力となります。
 任意集中荷重については、側圧合計で算出した分布荷重を集中荷重に換算してから、それらの値と合計するため、
 仮想地盤面並びに作用力の計算ー3)作用力　に出力されており、計算にも考慮されております

Ｑ１－29

Ａ１－29

画面を開くと項目がすべて表示されず、設定したい項目にたどりつけない

windowsのフォントサイズが規定以外の設定値になっていることが考えられます。
お手数ですが、本製品はシステムフォントサイズを規定として使用してください。

Ｑ１－30

Ａ１－30

河床面に根固め工を設置した場合、根固め重量を考慮した計算は可能か
 
根固め工がある場合の対処法ですが、根固め工にも、
①水路底部すべてを根固め工とする、②根入れ周辺のみとする、③根固め工の種類
など様々なパターン、要因があると思いますので、適宜設計者様にて以下3通りからご判断いただければと存じます。
(1)根固め工を荷重としてのみ考慮する場合
 　→　各[検討ケース]画面の受働側上載荷重に根固め工による荷重を設定してください
(2)根固め層の土圧強度を考慮したい場合で、土圧強度を仮想的に砂礫等で検討する場合
 　→　根固め層の土質条件を[地層]画面にて設定してください
(3)根固め層の土圧強度を考慮したい場合で、土圧強度がわかっている場合
 　→　初期入力画面より、「□土圧強度の直接指定」をご利用ください。 

Q&Aはホームページ（矢板式河川護岸の設計計算http://www.forum8.co.jp/faq/win/ya-gogan-qa.htm）にも掲載しております。
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